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液にも非常によく溶解す。酷酸℃捌酸、AIG‘，h（，1の稀薄ノvt濃厚水澄液滅；湘留水iこほ卸レ1宵解す

るもよく溶獅；ゼ門｝㌔1／／XI’i　erには溶解せづ㌔

　（3）　被害桑藥は無被キ貯桑葉に1七し致死速度速力、なりo

　（4）被警藥葉は無被轡薬葉に比し水分搬散溺変誠かな1，。

　（5）　被審桑葉は無被lilL：桑葉に比し一定il芋聞内に於・i：　Kl：脳ポヒ葉食Flβ：．蕊休の婚加1蟻農，」・ノ∫

　　　　り。

　（6）　被轡薬葉は無被～鑑1｛桑葉に比し細胞内～ll刈勿質たる額鰻ド樗ぼ、可溶媛水化物断ドすりつふ．知

　　　　の爲恋取せられ飼料的偵耐〔を城少す。

　　　　　　　　　　（昭和ノし年1・月瀧1・口　　於熊ホ！縣鱗．凋し1試験場）

文　　　魔
（1）　遽藤｛．恥太1：Ils　染構貧瞼法　昭不li7‘年

（L））　樋μ　琢欝　鉱薦覇亨1乏　4σ1－1．｛謡　：ノく11乱十フ的竃

象盤の保健翻に關する蜜験

中　　　　島　　　　　驚

1緒　　言

懲繰の揃蝶には種々イ∫る測：削聯城が共のイ姻・：1鯨るぴ馬f冷繰龍煽灘∵．．・｛こす

る薩である。

　現下養獄方面に於て稚灘轡胃1肚鍍條薬育叉は鰹齢良釜染育び」縮翼1幣るのも1擁して馳瓢些馨ノ」

のi脛鰹を尚！れる繭∫｛揃｛費節域の一葉に他ならない。

　然し鰹濟的養漱法は孝二｛1々嶽児の生迎を度外1縄し、趣には凝作¢）イ骸駿を議搬するの慮露矯嶺｝

依つて翻児の生迎的環境を改善し、積極的に瀬兇ゾ）保｛を塁を闘るこゐは縦涛的メ餐灘泌ゐ啓姻蒲1

つて一一reの必要1性を加ふるに：煮ミつた。

著顧欝て「灘ゆ奥氣に粥鴨る風劇の研究に於て読錠魏こ！繊…障害靴輿ふ賦耀翼1．．

て顯｛紘る刺戟反慮を惹趣せしむるべき有擬酸類のあるに蒲1擬し、ホ實験に於て臨期齢等1ず醜

酸の實際的伺用と奥に汎く版費叉は懐川されつSある、民聞の所洲義欝藥1こ就いて燈監調海を

企圏しだものであるが難し本調働壕i墨保健鋼揖1判か・・助聡なゐを得ば；督親♪「・婦1隷す撫鈷費

ある。

　木實験申首藤助一㍉野llll敏爾氏より熱心なる｛異三1塘擬けたことを無に深諺量萱耽、


